
ＣＯ２炭層固定化技術の概要

ＣＯ２炭層固定化技術は、

・石炭層には大量のメタンが含まれ、

・かつ、ＣＯ２の方がメタンよりも石炭への吸着特性が強く、ＣＯ２を注入することでメタン

は分離される、

という点に着目し、地下の石炭層に、ＣＯ２を注入・固定化し、閉じ込める一方で、

それにより分離したメタンを回収するという技術。
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火力発電所の排ガスから回収したＣＯ２を
地中深部の石炭層に注入して固定化。

ＣＯ２の注入により石炭から押し出された
メタンを回収し、エネルギーとして活用。

炭層固定によるＣＯ２削減

メタンガス（CH４）の有効利用

＜石炭層へのＣＯ２固定とメタン回収のイメージ＞
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